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北米の
交通環境問題

約1.7倍
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北米都市における自動車交通の現状
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北米における
都市交通と環境問題

自動車利用の増加

自動車保有の増加

郊外化

公共交通利用が低い

典型的な車社会
渋滞

大気汚染

騒音
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•ISTEA：MPO計画策定
権限の付与
PIの計画プロセスへの導入

北アメリカ
　国　

1990以前
＜公害・渋滞・空洞化＞
反対運動→訴訟

1990年代’
＜局地環境＞
環境アセス・ PI

2000年代’
＜地球環境＞
EST ・目標設定

普通字：交通施策
斜字：発生源施策

•マスキー法

• ZEVプログラム
（加州）・・その後緩和

•MPO • 「フリーウェイへの反乱」

•混雑料金パイロット
プロジェクト
•カーシェアリング

•ポートランドモデル：SEA

•TEA-21
•CMAQ改善プログラム
•TCSP（交通・環境・
土地利用政策調整）プログラム
・Value Pricing

地域

•改正大気浄化法
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アメリカ合衆国の排気ガス規制
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ロサンゼルス

•人口
•１７００万人

•保有台数
•６４２台/１０００人

•特徴
•典型的な自動車社会
•盆地
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ロサンゼルスの交通

• 全トリップの95%が自
家用車

• 急速な人口増加と経
済成長によって、業務
トリップの増加。

• 走行台キロは大幅に
増加。

自動車
（単独運転）
78.6%
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ロサンゼルス
の郊外化

• 郊外化が進ん
でいる。

• 就業も郊外に
分散
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ロサンゼルスの環境状況

• 盆地地形や気象条件
で大気汚染物質が溜

まりやすい

• 全米で最大の大気汚
染地域

• しかし、汚染物質の排
出量と濃度は減少。

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2001

CO
NOx

SOx

PM

大
気
汚
染
物
質
排
出
量

（
19

75
=1

00
)

年

0
20
40
60
80

100
120
140
160

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02
YEAR

環
境
基
準
を
超
え
た
日
数

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35
環境基準超過日数

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0
20
40
60
80

100
120
140
160

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02
YEAR

0.00
0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

最大濃度(ppm)

濃
度

(p
pm

)



15（ C ） CUTE Project, Institute for Transport Policy Studies, 2004
The 15The 15thth Symposium on Transport Policy StudiesSymposium on Transport Policy Studies
May 21, 2004May 21, 2004

ロサンゼルスの環境状況と交通

• 自動車保有台数の増
加

• 郊外化等による走行
台キロの増加。

• 公共交通の低利用

• 汚染物質の排出量と
濃度は減少。

• 強力な排気ガス規制
• HOVレーンの建設
• LRTの導入

政策
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排気ガス規制

• 規制による技術革新
– エンジン
– 燃料
– 排気口

• 相乗作用
• 限界削減費用の上昇

技術進歩

排出規制

低公害
高品質燃料

低排出自動車
エンジン設計

Source: Le (2004)
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南米における都市交通

• 南米
– 自動車保有台数の
増加

– 移動距離の増加
– 公共交通の中程度
利用

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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南米における交通環境問題
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南米の交通環境政策の制約

交通環境政策

財源制約
多額な資金を投資する政策は採
用しにくい。

資金を海外から調達
費用が低い施策を実施

技術革新の制約
排気ガス規制は先進国追随。

排気ガス規制を主にできない

北米と異なる施策が多い
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南米都市の代表的政策

• クリチバ
– マスタープラン
– 統合型バスシステム

• ボゴタ
– 統合型バスシステム
– 非動力交通の促進

• サンチアゴ
– ナンバープレート規制

●●

●●

●●

●●

Mexico CityMexico City

BogotBogotáá

CuritibaCuritiba

SantiagoSantiago
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クリチバ

•人口
•160万人

•保有台数
•297台/１０００人
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クリチバの開発軸

• 1970年代にマス
タープラン

– 放射状ではな
い線形構造

• 5本の開発軸
– 幹線道路ネット
ワーク

写真提供：太田勝敏
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公共交通促進政策
クリチバの統合型バスネットワーク
• 統合型バスネットワーク

– 幹線バスを中心にネット
ワークを構築

– 定額料金

Source:IPPCU
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クリチバの環境状況と交通

・ 深刻な状況ではない。 ・ 自動車保有率は増加。

・ 通勤、通学トリップの

75%がバス

非動力機関
1%

自家用車
45%

公共交通
21％

徒歩
33%

1995年

・ マスタープラン

・ 開発権移転

・ 統合型バスシステム導入

政策

トリップベース
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ボゴタ
•人口

•６５０万人
•保有台数

•１２８台/１０００人
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公共交通促進政策
ボゴタのトランスミレニオ

• ボゴタのトランスミレニオ
– 世界銀行から6,500万米ドルの融資を受け、ク
リチバのバスネットワークを参考に構築

– 連結式バス
– 3路線（今後拡大予定）
– 自立採算で運営



29（ C ） CUTE Project, Institute for Transport Policy Studies, 2004
The 15The 15thth Symposium on Transport Policy StudiesSymposium on Transport Policy Studies
May 21, 2004May 21, 2004
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非動力交通の利用促進
自転車利用促進

• CICLOVIA（シクロビア）
– 毎週日曜日、7時間、幹線道路120km

• 自転車道の整備
– 200kmの自転車道を追加整備
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ボゴタの環境状況と交通

• バス専用道路のルー
トに隣接した観測点で

は、大気汚染物質減

• 公共交通分担率が大
• 通勤では主にバスを利用
• 短距離トリップの70%が
自家用自動車

非動力機関
4%

公共交通
47%

自家用車
30%

徒歩
19%

1995年

• バスシステム導入

• ナンバープレート規制

• 非動力交通促進

• 経済的手段

政策
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サンチアゴ

•人口
•540万人

•保有台数
•153台/１０００人

•特徴
•一極集中
•アンデス山脈等に囲ま
れている。
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サンチアゴの
ナンバープレート規制と有事スキーム

• PM10濃度に応
じて、段階的対
策を講じる有事
スキーム

– 警告
– 準緊急
– 緊急

全ての「準緊急」対策

ナンバープレート規制の更なる追加

909カ所の追加的な固定排出源活動停止
全年齢の子供の学校における全活動停止

330以上緊急

全ての「警告」対策

ナンバープレート規制の更なる追加

1093カ所の所定の固定排出源の活動停止
全年齢の子供の学校でのスポーツ禁止

240以上
329未満

準緊急

ナンバープレート規制追加

固形燃料による暖房の禁止

7歳以下の子供の学校でのスポーツ禁止

195以上
239未満

警告

対策μg/m3
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サンチアゴの
ナンバープレート規制と有事スキーム
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サンチアゴの環境状況と交通

• オゾンを除いて、大気
汚染は改善傾向。

• しかし、水準は依然と
して高い

• 自動車トリップが増加

• バス利用の分担率は減少。

• 非動力交通の分担率は36%。
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まとめ

• 南北アメリカの交通
– 自動車保有台数の増加
– 走行距離の増加

• 南北アメリカの交通環境対策
– 北米 規制を中心
– 南米統合型バスネットワーク、ナンバープレー
ト規制



38（ C ） CUTE Project, Institute for Transport Policy Studies, 2004
The 15The 15thth Symposium on Transport Policy StudiesSymposium on Transport Policy Studies
May 21, 2004May 21, 2004

5. キーメッセージ
• 先進国、開発途上国を問わず、モータリゼーション進行。
• 大気環境は改善。しかし、都市において局地的な大気環
境は深刻。

• 各都市はそれぞれ特徴的な政策手段およびその組み合
わせを実施。

• 関係機関の調整やその実施体制、財源問題が障害。
• 都市条件により、同じ政策手段であっても多様な効果影
響。さらに、効果も施策の組み合わせ依存。

• 従って、個々の政策手段とその組み合わせを選択する際
には、ケーススタディを参照。
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